
共有・交流 思考・判断

日本の伝統音楽のよさや美しさって
なんだろう？

日本の伝統音楽のよさや美しさを見いだし
味わうことができる生徒の育成

― 鑑賞の授業における、知覚したことと感受したことを
結び付ける活動の工夫を通して ―

個人で
グループで

クラス全体で

長期研修員 小池 寿久

体験的な活動

知覚したことと感受したことの共有

旋律線をなぞる 歌詞を読む

唄をまねる 拍子を取る

知覚
したこと

感受
したこと

よさや美しさを見いだし味わう生徒

初発の感想

鑑賞

再 鑑 賞

どうすれば生徒自身がよさや美しさを
見いだせるようになるのだろう？

よさや美しさを見いだす



生徒が音楽に対する感性を働かせ、主体的に鑑賞や共有
に繰り返し取り組み、自分なりに日本の伝統音楽のよさ
や美しさを見いだし、味わえる授業を実践しましょう。

繰り返し日本の伝統音楽の鑑賞に取り組むことで、生徒
は知覚したことと感受したことを自ら結び付けて考えら
れるようになり、自分なりに日本の伝統音楽のよさや美
しさを見いだし、味わうことができた。

成果

と

課題
体験的な活動や話合いによる共有には時間が必要になる
ため、活動の内容や共有の方法を工夫し、鑑賞に繰り返
し取り組むための時間を十分に確保する必要がある。
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